　病院健診実施手順
	手　　順
	時期

	健診案内
①受診資格のある被保険者及び被扶養配偶者へ健診案内し、受診希望者を募る。

「病院健診申込書」を配布し、必要事項に自己記入するよう説明する。

②「病院健診申込書」を回収する。

③受診申込者の受診資格の確認と申込内容を集計する。

「病院健診申込書」１枚目（事業所控）は保管する。

健診申込み
④健診予約申込書（健保様式Ｆ１）を作成し、健診日割表（健保様式Ｆ２）を添えて病院へ送付する。

⑤病院から健診予約申込書（健保様式Ｆ１）に基づき記入された健診日割表（健保様式Ｆ２）が返送される。

⑥病院から返送された健診日割表（健保様式Ｆ２）に従い、受診者の健診日を振り分け、健診申込書（健保様式Ｆ３）を作成する。

⑦受診者に健診日を通知し、変更希望がある場合は調整する。

⑧病院へ健診申込書（健保様式Ｆ３，Ｆ４）を送付する。

⑨健保組合へ次の書類を提出する。（５月末締め切り）
· 健診申込書（健保様式Ｆ３）のコピー

· 「病院健診申込書」の２・３枚目（健保控・病院提出）
提出後、申込み内容等に変更があれば健保組合へ連絡する。

⑩健保組合にて受診資格等を確認し、健保受付印を押印後、「病院健診受診券」となる３枚目（病院提出）を事業所へ送付。
＊個人情報保護に関しての結果票送付の同意書につきましては、各病院→健康保険組合分は「病院健診受診券」が兼ねています。各病院→事業所分につきましては、各事業所において受診者各々より同意書をもらって受診病院へ提出してください。
　　注）被扶養配偶者については、受診券の署名のみで結構です。
　　＊「病院健診受診券」の署名欄に署名がない場合は、事業所に受診内容を確認します。

　　  注）被扶養配偶者については、受診券に署名がない場合、本人に受診結果の写しをいただきます。
健診受診
　⑪健保組合から送付された「病院健診受診券」を受診予定者へ渡し、健診受診当日に窓口に必ず提出することを説明する。

⑫受診予定者の健診受診の有無を確認する。

⑬健診受診後、病院から健診結果が送付される。（受診者自宅、事業所）

　（健保組合・事業所については同意を得ている場合）
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